
◆資料説明◆ 

 （１）令和元年度の取組実績及び令和 2 年度の計画（案）について（部会報告） 

    【資料 1】～【資料 8】 

 計画の各分野の今年度の取組実績、来年度の計画（案）については、【資料 1】

～【資料 6】に記載。 

 令和 2 年度のがん関連事業の予算（案）については、【資料 7】。 

来年度は、県内完結型でのがんゲノム医療提供体制の整備に向けて、「がん医療

機能分化推進事業」を新規予算として計上。【資料 7】 

 がん診療連携協議会での今年度の取組実績については、【資料 8】に記載。 

                  

（２）第3回がん登録情報利用等審議部会 審議経過・結果報告      【資料 9】 

 令和2年2月 13日実施のがん登録情報利用等審議部会での審議結果、結果報告に

ついて記載。 

 

（３）「ならのがん医療見える化推進事業」実績報告      【資料 10-1、10-2】 

 昨年度から実施している「ならのがん医療見える化推進事業」について、今年度の

進捗状況を記載。【資料 10-1】 

 「がん診療情報見える化推進事業」については、昨年度とりまとめた県内の診療情

報を「がんネットなら」で県民へ情報提供できるよう、改修作業を行った。 

 改修にあたり、県内のがん患者会等と意見交換を行い、患者や県民がどのような情

報提供を望んでいるのか等のご意見をいただいた。また、がん医療部会で、医療関

係者等からは、患者や県民が分かりやすいように、データに関する説明を丁寧に記

載する等のご意見をいただき、改修を行った。 

 改修のポイントは、【資料 10-1】スライド NO.３～6をご参照ください。 

 現在の「がんネットなら」の改修状況は、【資料 10-2】に記載の URL でご覧い

ただくことができる。公開は、3月末を予定。 

 「がんネットなら」のチラシ【資料 10-2】は、10,000 部作成を予定しており、

新年度に、各医療機関、保健所、がん患者会等に配布予定。 

患者や県民への周知についてご協力をお願いしたい。 

 「地域別がん対策見える化推進事業」は、今年度、東和・中和医療圏のがん関連デ

ータを整理、分析し、特に、死亡・罹患の多い肺がん・胃がんについて、4 市町を

対象に効果的な対策を検討した。【資料10-1】スライドNO.７～11。 

 データを基に、市町村担当者、県民（ボランティア）、医療関係者等と意見交換会

を実施した。特に、早期発見のためにがん検診を推進するためには、市町村だけで

なく、県民ボランティアや医療機関が協働して取り組むことで、住民の検診に対す

る意識を変えていく必要があることが示された。 

 来年度は、「がん診療情報見える化推進事業」では、データの更新と併せて「療養

ガイド」の情報の更新をする予定。また、「地域別がん対策見える化推進事業」で

は、奈良・西和医療圏を対象に、効果的ながん対策について検討、提案を行う予定。

【資料10-1】スライド NO.12。 

 



（４） 第３期奈良県がん対策推進計画における進捗状況について【資料 11】～【資料12】 

 第3期計画の目標の進捗状況【資料 11】、各分野の取組状況【資料 12】に記載。 

 最終目標としている、がん75歳未満年齢調整死亡率は、順調に減少してきている。 

各分野の目標については、改善している項目、改善していない項目があるが、来年

度の中間評価時に施策の見直しも含めて検討していく予定。 

 

（５）第３期奈良県がん対策推進計画の中間評価について   【資料 13】～【資料15】 

 来年度の中間評価のスケジュール（案）を【資料13】スライド NO,３で記載。 

 各分野の指標として患者調査由来の指標を設定している【資料 13】スライドNO.4

ことから、来年度は、「ならのがんに関する患者意識調査」を実施予定。【資料14】 

 国の指標案や患者体験調査、がん対策に関する世論調査等の項目も考慮し、新たな

調査項目（2項目）（赤字で記載）を追加予定。【資料 14】2 ページ参照。 

 第3期計画のロジックモデル見直し（案）【資料 15】に記載。 

指標で進捗把握が困難な項目、また、施策が進んでいない項目など、来年度の中間

評価に向けて、事務局（案）を作成した。このロジックモデル（案）をたたき台と

して、中間評価を行う予定。 

 

（６）その他   

 【参考資料】として、「奈良県のがん登録 2017年」（冊子）、「がんゲノム医療

中核拠点病院等 一覧表」 

 【参考資料】がんゲノム医療中核拠点病院等 一覧表 

当県では、がんゲノム医療連携病院として、奈良県立医科大学附属病院、奈良県総

合医療センター、天理よろづ相談所病院、近畿大学奈良病院の 4病院が指定を受け

ている。 

また、小児がん連携病院として、奈良県立医科大学附属病院、天理よろづ相談所病

院、近畿大学奈良病院の 3病院が指定を受けている。 

 委員の任期が今年 8 月までとなっており、来年度は、委員改選を行う予定。 

関係団体へは、委員の推薦をご依頼する予定。県民代表は、公募の予定。 

 来年度8月に予定している協議会から、新委員で協議を進める予定。 

 

 

  

                                      以上 


